
短波の通信は電離層しだい、と

ても不安定なものですが、それが

短波での QSO をより楽しいもの

にしているということはご存じの

とおりです。

それにしても、現代はサイクル

22 の太陽黒点最少期（サンスポッ

ト・ミニマム）にありますが、本

誌の About VHF 欄を見ていても

わかるように、なかなかサンスポ

ットは上がってきませんね。

さてそこで、サンスポット・ミ

ニマムのときの DX というのは

3.5MHz 帯とか 7MHz 帯といった

ローバンドが中心になり、28MHz

帯のようなハイバンドは死んだ状

態になるというのが常識です。

21MHz 帯なども、DX からの電波

は弱いものになります。

  まあそう思ってワッチしてみる

と、21MHz 帯や 28MHz 帯でも予

想したよりも DX は聞こえてきて

いますが、それでもやはり電波は

弱いようです。

  そこで、今月はこの弱い電波を

ぐんと増幅してやるためのプリア

ンプを作ってみようというわけで

す（第 1図）。

最近の市販の無線機は、普通の

状態であればプリアンプを必要と

しないように高感度に作られてい

ます。でも、あまり RF アンプの

ゲインを上げると混変調特性が悪

くなるということで、必要以上に

RF アンプのゲインをとり過ぎな

いようにしてあるという話も聞き

ます。

これから作るプリアンプはここ

に目をつけて、サンスポット・ミ

ニマム時の対策として、RF アンプ

のゲインをもう少しとってみよう

というわけです。

ハイバンド用のプリアンプ、と

いうと 21MHz 帯や 28MHz 帯用の

ものということになりますが、

28MHz帯用のものは本誌1982年2

月号でも作りましたので、今月は

21MHz 帯用のものを作ってみる

ことにします。

なお、あとでくわしく説明しま

すが、どのバンドのプリアンプで

も回路図は同じで、同調回路だけ

を入れ替えれば、ほかのバンドの

ものも同じように作ることができ

なかなか上がらない

サンスポット プリアンプの計画
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ます。ですから、ここでは 21MHz

帯を例にして作ったというように

考えていただければ OK です。

さて、プリアンプを作るときに

いつも問題になるのは、プリアン

プの送受信の切り替えと、プリア

ンプを使用しないときにどうする

かといったことです。

…というのは、最近の無線機は

みんなトランシーバーになってい

るために、送信のときにプリアン

プの中を送信パワーが通り抜けら

れるようにしておく必要があるの

です。

また、プリアンプの使用をやめ

たいときに、いちいちコネクター

をはずしてつなぎかえるのはたい

へんなので、プリアンプの電源を

OFF にしたときに送受信信号と

もスルーになるようにしてやる必

要もあります。

そんなことを考えてまとめてみ

たのが、第 2 図の送受信の切り替

えです。

送受信の時間を比べてみた場合、

送信の時間に比べると受信の時間

のほうがずっと長いので、普通の

場合には時間の長い受信時にリレ

ーは動作しないようにし、送信の

ときにリレーが働くようにします。

でも、本器の場合にはプリアン

プ不使用時にスルーにしなければ

なりませんので、通常の方法は使

えません。

そのようなわけで、普通の方法

とは逆になりますが、受信のとき

にリレーが働くというやり方でや

ることにします。

プリアンプの計画としてはその

ほかに増幅に何を使うかといった

ことも決めなければなりませんが、

とりあえず誰でも作れるようにデ

ュアルゲート MOS FET の 3SK59
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を使うことにします。

では、リレーの使い方に注意し

ながら、さっそく 21MHz 用のプリ

アンプを作ってみることにしまし

ょう。

第 3 図が、21MHz 用プリアンプ

の回路です。リレーの接点のとこ

ろに C とか NC、NO と書いてあり

ますが、C はコモン（共通）、NC

はノーマル・コンタクト（リレー

が働いていないときにつながって

いる）、NO はノーマル・オープン

（リレーが働いていないときはつ

ながっていなくて、リレーが働い

たときにつながる）というもので

す。

実は、これと同じようなプリア

ンプ（28MHz帯用と 50MHz帯用）

を本誌1982年2月号に紹介してあ

りますが、回路はほとんど同じで

す。ただし、リレーの使い方と、

入出力の同調を複同調にしたとこ

ろが違っています。

その昔、真空管時代に作ってい

たプリアンプに比べると、FET の

性能は真空管に比べて劣りません

が、同調回路の Q はコイルが小型

になっただけ高くとりにくくなっ

ています。そこで、これをカバー

するために同調回路の数を増やし、

複同調にしてあります。

なお、前にもお話したように第

3 図の回路は同調回路の LC さえ

取り替えれば、3.5～28MHz 帯の

任意のバンドのプリアンプを作る

ことができます。

第 1 表に、その場合のコイルと

コンデンサーの組み合わせを示し

ておきます。

リレーはオムロンの G4D を使

います。この G4D は定格通過電流

が 5A の普通のサブミニチュア・

リレー（プリント基板用）ですが、

28MHz 帯までの HF 用としては

10W までならば十分に使えます。

では、第 3 図の部分をそっくり

プリント板の上に作ることにして

部品を集めましょう。第 2 表にプ

リント板の組み立てに必要な部品

の一覧を示しておきます。むずか

しい部品は何もありませんね。

部品が集まったら、プリント板

の加工をします。第 4 図にプリン

トパターンを示しておきますので、

参考にしてください。

プリント板の加工が終わったら、

部品を取り付けて組み立てます。

部品の数も少ないですから、プリ

ント板ができてしまえば組み立て

は簡単ですね（写真 1）。

プリント板の組み立てが終わっ

たら、使いやすくするためにケ一

スに納めましょう。

プリアンプの作り方
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第 5 図が、プリアンプをケース

に納める場合の全体のつなぎ方で

す。ANT と TRX の端子には、M

型コネクターを使います。

第 3 表が、ケース入れに必要な

部品の一覧です。ケースには、リ

ードの PS-2 を使います。第 6 図

に PS-2 を使った場合のパネル面

のレイアウトの一例を示しておき

ます（でき上がりは、フロント・

パネルは写真 2、リア・パネルは

写真 3 を見てください）ので、参

考にしてください。

第 7 図は、プリアンプの実体図

です。ご覧のように、PS-2 の中に

ぴったりと納まります。プリント

板と M 型コネクターの間は同軸

フィーダーを使うほどのことはな

く、HF 用でしたら普通のビニー

ル線で十分です。

全体の組み立てが終わったら、

調整をするためにとりあえず無線

機につないで働かしてみましょう。

電源は、DC12～13.8V の定電圧電

源から供給します。消費電流はリ

レーが働く受信時でも 100mA ほ

どですから、電源は小型のもので

OK です。

プリアンプの ANT 端子にアン

テナをつなぎ、TRX 端子を無線機

につなぐと、プリアンプの中はリ

レーを通じてスルーになっていま

すからいつものとおりに無線機は

働くはずです。まず、この確認か

ら始めてください。

なお、この場合には HF のどの

バンドでもプリアンプのないとき

と同じように働かねばなりません。

そして、まだ STD-BY 端子には何

もつないでありませんから、プリ

アンプの電源スイッチは ON でも

調整と使い方
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OFF でも同じです。

OK でしたら無線機を 21MHz帯

にし、プリアンプの電源スイッチ

を ON にして STD-BY 端子をかり

にショートしてみましょう。する

と、カチンと音がしてリレーが働

きましたね。

ここで、プリアンプのボリュー

ムを感度最大にして、L1～L4 のコ

イルの調整をします。コイルを調

整すると、今まで S が 2～3 だっ

た信号が S5～6 まで上がったでし

ょう。コイルの調整が終われば、

プリアンプは完成したことになり

ます。

  では、プリアンプの STD-BY 端

子を無線機のリモート端子につな

ぎ、ちゃんと QSO に使えるよう

にしてみましょう。それには、第

8 図のようにします。

具体的なやり方は、まず無線機

のリモート端子の中で、第 8 図の

ように受信のときにアースされる

ような端子をみつけます。そして、

ここにプリアンプの STD-BY 端子

をつなぎます。なお、ここにはリ

レーの電流の 60～70mA が流れま

すから、この電流が十分に流せる

端子でなければなりません。

もし無線機のほうに送信のとき

にアースになる端子しかなかった

場合、あるいはリモート端子にそ

んなに電流が流せないといった場

合は、どうしたらよいでしょうか。

その場合にはトランジスタの助

けを借りて、第 9図のようにする

とよいでしょう。この場合には送

信のときアースになるリモート端

子につなげばよく、このとき流れ

る電流は 3mA くらいです。

これで、21MHz 用のプリアンプ

が働くようになりました。なお、

このプリアンプは送信時にも働き

っぱなしになっており、FET がこ

われないかどうかちょっと心配で

す。実際にやってみた結果では

10Wでは問題ありませんでしたが、

これ以上のパワーになれば何か対

策が必要になるでしょう。
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